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要 約

本報告は，信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）西駒ステーション演

習林を中心とした地域について，昆虫類のデータベース化の第一歩として，また将来的にシデムシを指標種

とした環境モニタリングの基礎データとして利用するため，西駒演習林標高別のシデムシ相を調査しその目

録を作成したものである。調査期間は2008年６月19日から同年11月１日にかけて，全５回の調査を実施し，

加えて３回の補足調査を実施した。調査には鶏肉を誘引用のベイトとしたピットフォールトラップ法用いた。

今回の調査でシデムシ科14種447個体が採集された。内訳はモンシデムシ亜科８種，ヒラタシデムシ亜科５種，

ツヤシデムシ亜科１種であった．長野県レッドデータブックにおける絶滅危惧 類としてはビロウドヒラタ

シデムシとベッコウヒラタシデムシの２種，準絶滅危惧種ではマエモンシデムシ，ヒメモンシデムシ，ヒロ

オビモンシデムシおよびツノグロモンシデムシの４種が確認された。
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緒 言

シ デ ム シ 類 は，分 類 学 上 コ ウ チ ュ ウ 目

（Coleoptera）シデムシ科（Shilpidae）に属する

昆虫で，地表性昆虫の中でも動物の死骸を食べる腐

食性である 。それゆえシデムシ類は，動物の死骸

などが自然界で分解されるのを補助する役割を持っ

ており，生態系において重要な構成員の一つである。

飛翔による長距離移動を頻繁に行わない地表性昆虫

では，地理的隔離による種分化が起こりやすく，そ

れぞれの種は特定の環境に依存している。そのため

森林管理と地表性昆虫相の比 など，その生息地域

の環境を評価する指標生物として用いられている 。

シデムシ類は，体長が比 的大きく種数も少ない

ため，種の同定が容易という利点があり，指標生物

として適しているといわれている。オオヒラタシデ

ムシ Eusilpha japonica（Motschulsky）が都市化

の指標種として利用されているのがその例である 。

近年，地球温暖化が進行して，生物相の変化が地球

規模で起きている 。将来的には自然環境の状態を

推測することに適しているシデムシ類の種構成や個

体数の垂直分布とその季節変動を継続的に調査する

ことによって，逆に地球温暖化をモニタリングでき

る可能がある。

しかし，山岳域でシデムシ相の垂直分布を調査し

た研究例は少ない 。本研究の調査地である信州

大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究

センター（AFC）西駒ステーション演習林（以下

西駒演習林）では，ショウジョウバエ，コウチュウ，

カメムシ類の昆虫相が調査されている 。しかし，

シデムシ類については，桂小場宿舎前のライトトラ

ップでヨツボシモンシデムシNicrophorus qua-

dripunctatus Kraatzが記録されているのみである 。

AFCでは各ステーションの動植物相を調査しデ

ータベース化する必要性が認識され調査が進められ

ている。本報告は，昆虫類のデータベース化の第一

歩として，また将来的にシデムシを指標種とした環

境モニタリングの基礎データとして利用するため，

西駒演習林を中心とした地域について，標高別のシ

デムシ相を調査しその目録を作成したものである。

材料と方法

１．調査地

本研究では，長野県伊那市内の萱にある小黒川キ

ャンプ場（標高1050ⅿ）から信州大学農学部附属ア

ルプス圏フィールド科学教育研究センター西駒ステ
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ーション演習林（以下西駒演習林）の標高2100ⅿ地

点までの範囲で，標高200ⅿごとに全６ヶ所の調査

地点を設けた（図１）。西駒演習林（北緯35度49分，

東経137度51分）は，中央アルプスの北部に位置し，

将棋頭山の頂上から麓までの標高差2670～1350ⅿ，

面積250.15 の演習林で，大部分は亜高山ないし高

山性の天然林である。その全域が水源涵養保安林に

指定されている。以下に各調査地点の標高と概要を

述べ，図２にトラップ設置地点の写真を示した。

小黒川キャンプ場（St1） 標高1050ⅿ。小黒川の

中流部に設けられたキャンプ場で，共同炊事場やシ

ャワー施設などが完備された比 的大規模な施設で

ある。小黒川河畔に広がる施設内には，ヤナギ類や

イチョウ，ハンノキ類といった落葉広葉樹や，カラ

マツやサワラといった針葉樹林も生育している。

桂小場宿舎（St2） 標高1250ⅿ。ヒノキ，カラマ

ツ人工林とカツラや外国樹種見本林，渓畔林が生育

している。

西駒演習林事務所（St3） 標高1450ⅿ。畦畔林と

その上の林内にはカラマツ人工林が整然と植栽され

ており，比 的明るい林床にはササ類が密生してい

る。

百曲り登山道（St4） 標高1700ⅿ。広葉樹の天然

林が広がっており，ハンノキ類，ミズナラなどが分

布している。

しらべ平小屋（St5） 標高1950ⅿ。シラビソやツ

ガなどの針葉樹林が優占し広葉樹林はダケカンバや

ナナカマドといった種が多くを占めていた。

信大ルート分岐点（St6） 標高2100ⅿ。St5と同

様の植生。林床では，ササ類が確認できた。

図１ 設置地の位置。図中の〇はトラップを設置した各設置地点（St1～St6）を示す。

図２ 調査地点。St1：小黒川キャンプ場の駐車場（標高1050ⅿ），St2：桂小場宿舎前のカツラの大木付近（標高1250

ⅿ），St3：西駒演習林事務所前（標高1450ⅿ），St4：西駒演習林百曲り登山道（標高1700ⅿ），St5：しらべ平小屋

付近（標高1950ⅿ），St6：信大ルート分岐点（標高2100ⅿ）
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２．調査時期

調査期間は2008年６月19日から同年11月１日にか

けて，全５回の調査を実施し，加えて３回の補足調

査を実施した（表１）。なお10月５日の調査では，

第１・第２地点のトラップの内容物が全てなくなっ

ていたためデータが取れなかった。よって，この２

地点のみ10月13日に再調査を行った。表１にトラッ

プの設置日と回収日，回収できたトラップ数を示し

た。

３．調査方法

本研究では，図３に示したようなピットフォール

トラップを用いて行った。プラスチックカップ大

（直径8.3㎝，深さ11㎝）と小（直径８㎝，深さ8.5

㎝）を重ねたものを，St1ではキャンプ場駐車場周

辺に約10ⅿおきに３個，それ以外の調査地点では登

山道沿いに約５ⅿおきに５個ずつ設置した。トラッ

プには誘引用のベイト（餌）として鶏肉を使用した。

鶏肉は２日間常温下に置いて腐敗が始まったものを

用いた。

全てのトラップには，雨水や落葉の浸入を防ぐた

めに，プラスチック製の皿と棒を用いた屋根を設置

した。また野生動物が鶏肉を持ち去ることを防ぐた

めに，竹串３本をプラスチックカップの周囲に先端

が向くように設置した（図３Ａ，３Ｂ）。なお10月

の調査では，野生動物が原因と思われる被害が出た

ため有刺鉄線も使用した（図３Ｃ）。

シデムシ類の回収はベイト設置日の３～５日後に

行い，現地で同定できた個体はその場で放逐し，そ

れ以外については研究室に持ち帰り同定作業を行っ

た。

表１ トラップの設置・回収日とトラップ数

トラップ数

設置地点名 標高(ⅿ)設置日 6/6 6/9 6/19 7/19 8/8 9/12 10/2 10/9 10/29

回収日 6/9 6/13 6/23・24 7/23 8/12 9/15 10/5 10/13 11/1

小黒川キャンプ場(St1) 1050 補足調査 ２ ３ ２ ０ ２ ０

桂小場宿舎(St2) 1250 補足調査 ４ ５ 補足調査 ２ ０ ５ ０

西駒演習林事務所(St3) 1450 補足調査 ５ ５ ４ １ ０

百曲り登山道(St4) 1700 ４ ４ ５ ０ １

しらべ平小屋(St5) 1950 ４ ５ ２ ４ １

信大ルート分岐点(St6) 2100 ２ ３ １ ５ ０

図３ 本研究で用いた雨と動物除けが付いたピットフォールトラップ。Ａ：ピットフォールトラップの構造，Ｂ：しら

べ平小屋付近（St5）にセットしたトラップ（６月19日），Ｃ：有刺鉄線を張ったトラップ。桂小場宿舎付近（St2）

（10月10日）
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結果と考察

Coleopteraコウチュウ目 Silphidaeシデムシ科

今回の調査でシデムシ科14種447個体が採集され

た。日本列島に生息するシデムシ科の甲虫は38種類

で，コウチュウ目のなかでは比 的種の少ない科で

ある 。このうち90％近くは中国大陸，朝鮮半島，

ロシア共和国極東部との共通種で占めており，日本

列島での分布成立の時期が比 的新しい 。シデム

シ科は，親と子の両世代とも地表にある死体などの

腐敗動物質を餌資源としている。

シデムシ科は大きく４つに分けられ，ヒラタシデ

ムシ亜科・モンシデムシ亜科・モモブトシデムシ亜

科・ツヤシデムシ亜科の４亜科がある．モンシデム

シ亜科のシデムシは成虫第５腹節背板に１対のヤス

リをもち，上翅と擦り合わせることによって発音し，

個体間や彼らの子との交信に役立てている 。また

死体を土中に埋めて産卵し，子を養育する習性をも

つ。一方，ヒラタシデムシ亜科に属するシデムシは

子を養育する習性をもたず，卵は土中に産み落とさ

れ，幼虫は自力で食物を求め地表を徘徊する。成虫

の腹背板にはヤスリ状の構造をもたない 。

本研究で採集された14種のうちモンシデムシ亜科

８種，ヒラタシデムシ亜科５種，ツヤシデムシ亜科

１種でモモブトシデムシ亜科は確認できなかった。

また長野県レッドデータブックの絶滅危惧 類が２

種，準絶滅危惧種が４種確認された 。以下に採集

された種の概要を述べる。

１．Nicrophorus concolor Kraatz クロシデムシ

（図４Ａ）

日本最大のシデムシで25～40㎜と大型，触角が橙

色である以外全体は黒色。分布は北海道，本州，四

国，九州，佐渡，対馬，屋久島，国外では朝鮮半島，

中国，台湾。本調査では標高1250ⅿ（St2）のみで

採集された。山本 が行った2001年の仙丈ヶ岳と塩

見岳での調査では標高1100ⅿ付近で確認されている。

２．Nicrophorus tenuipes Lewis ヒメクロシデム

シ（図４Ｂ）

形状はクロシデムシに似ているが，本種は14～23

㎜と小型。また触角全体が黒色で，後脛節の湾曲も

見られない。分布は北海道，本州（中部以北の高

地），千島，国外ではサハリン，朝鮮半島，中国北

東部。本調査では標高2100ⅿ（St6）で多く採集さ

れた。仙丈ヶ岳と塩見岳でも確認されている 。

３．Nicrophorus maculifrons Kraatz マエモンシ

デムシ（図４Ｃ）

翅鞘に橙色の紋があるが黒色部が多い。肩紋のく

びれは強く，端紋は小さく斑紋状。分布は北海道，

本州，四国，九州，伊豆諸島，佐渡，国外では朝鮮

半島，中国北東部，シベリア東部。長野県版レッド

データブックで準絶滅危惧種に指定されている。県

内では分布は局所的で個体数も少なく，長野県版レ

ッドデータブックの分布地図によると今まで伊那市

での採集記録はなかった 。本調査では標高1250ⅿ

（St2）から2100ⅿ（St6）までの範囲で採集された。

仙丈ヶ岳では本種が確認されている 。

４．Nicrophorus quadripunctatus Kraatz ヨツボ

シモンシデムシ（図４Ｄ）

帯紋は広く，四つの帯紋すべての中に黒点を有す

る。分布は北海道，本州，四国，九州，佐渡，対馬，

屋久島，国外では朝鮮半島，中国。ヨツボシモンシ

デムシなどは昼間でさえよく飛ぶ姿を見かける。ま

た本種の攻撃行動はオス間，メス間ともに多いこと

が知られている 。本調査では標高1050ⅿ（St1）か

ら1950ⅿ（St5）までの範囲で採集された。仙丈ヶ

岳と塩見岳でも確認されている 。

５．Nicrophorus montivagus Lewis ヒメモンシデ

ムシ（図４Ｅ）

マエモンシデムシに似ているが，触角の先端節の

みが橙色である点で異なる（マエモンシデムシは触

角の先端三節まで橙色）。分布は本州，四国，佐渡。

長野県のレッドデータブックで準絶滅危惧種に指定

されている。長野県版レッドデータブックの分布地

図によると県北部には記録があるが，今まで伊那市

での採集記録はなかった 。本調査でも捕獲数は少

なく，仙丈ヶ岳ではMartin により１個体のみ確認

されている。

６．Nicrophorus investigator latifasciatus Lewis

ヒロオビモンシデムシ本州亜種（図４Ｆ）

帯紋が幅広く，ヨツボシモンシデムシに似ている

が，黒点がなく，前の帯紋が会合線を越えてつなが

る。分布は北海道，本州，四国，九州，千島，国外

ではサハリン，朝鮮半島，中国北東部，モンゴル，

シベリア，ヨーロッパ，北アメリカ。長野県のレッ

ドデータブックでは，本州亜種が準絶滅危惧種に指

定されている。本調査では標高1250ⅿ（St2）から

2100ⅿ（St6）までの範囲で採集された。仙丈ヶ岳
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図４ 2008年の本調査において採集されたシデムシ。写真中の縦の線は１㎝を，括弧内は採集日と標高を示す。Ａ：ク

ロシデムシ（６月24日，1250ⅿ），Ｂ：ヒメクロシデムシ（７月23日，1700ⅿ），Ｃ：マエモンシデムシ（６月13日，

1250ⅿ），Ｄ：ヨツボシモンシデムシ（６月９日，1250ⅿ），Ｅ：ヒメモンシデムシ（７月23日，1250ⅿ），Ｆ：ヒ

ロオビモンシデムシ（７月23日，1450ⅿ），Ｇ：ツノグロモンシデムシ（７月23日，2100ⅿ），Ｈ：コクロシデムシ

（７月23日，1050ⅿ），Ｉ：ビロウドヒラタシデムシ（６月24日，1050ⅿ），Ｊ：クロボシヒラタシデムシ（６月９

日，1050ⅿ），Ｋ：ホソヒラタシデムシ（６月13日，1450ⅿ），Ｌ：ホソヒラタシデムシ（６月19日，1950ⅿ），

Ｍ：オオヒラタシデムシ（６月９日，1950ⅿ），Ｎ：オオヒラタシデムシ（６月９日，1950ⅿ），Ｏ：ベッコウヒラ

タシデムシ（７月23日，1050ⅿ），Ｐ：オサシデムシ（11月１日，1700ⅿ）
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と塩見岳でも確認されている 。

７．Nicrophorus vespilloides（Herbst） ツノグロ

モンシデムシ（図４Ｇ）

ヒロオビモンシデムシに似ているが，触角全体が

黒色である点で異なる。分布は北海道，本州（中部

以北の高地），千島，国外ではサハリン，朝鮮半島，

中国北東部，シベリア，ヨーロッパ。長野県のレッ

ドデータブックで準絶滅危惧種に指定されている。

長野県版レッドデータブックの分布地図によると旧

長谷村や宮田村での記録はあるが，旧伊那市区域で

の採集記録はなかった 。本調査では標高1950ⅿ

（St5）のみで採集された。仙丈ヶ岳と塩見岳でも

確認されている 。

８．Ptomascopus morio Kraatz コクロシデムシ

（図４Ｈ）

黒色で頭楯のみ橙色。分布は北海道，本州，四国，

九州，佐渡，伊豆諸島，国外では朝鮮半島，中国，

台湾。なお Ptomascopus属は，触角が球かん状と

ならない点でモンシデムシ属Nicrophorusから区別

される。平地性の種であり，わずかに残った林地に

も生息する。またオス同士はのしかかって交尾しよ

うとするマウンティング行動が見られる 。本調査

では標高1050ⅿ（St1）のみで採集された。仙丈ヶ

岳と塩見岳では確認されていない 。

９．Oiceoptoma thoracicum（Linnaeus） ビロウ

ドヒラタシデムシ（図４Ｉ）

前胸背板が赤色でクロボシヒラタシデムシに似て

いるが，前胸背板に四つの黒点が見られない。分布

は北海道，本州（中部以北の高地），国外ではサハ

リン，朝鮮半島，中国北東部，モンゴル，シベリア，

ヨーロッパ。クロボシヒラタシデムシ同様に，蛆を

捕食するために腐敗動物質，獣糞等に集まるとみら

れる。長野県のレッドデータブックで絶滅危惧 類

に指定されている。長野県版レッドデータブックの

分布地図によると今まで南信地方では全く採集記録

がなかった 。仙丈ヶ岳と塩見岳では確認されてい

る 。

10．Oiceoptoma nigropunctatum（Lewis） クロボ

シヒラタシデムシ（図４Ｊ）

前胸背板が赤色で四つの黒点が見られる。分布は

本州のみ。腐敗動物質，獣糞等に来るが，蛆を捕食

しに来るためともみられる。本調査では標高1050ⅿ

（St1）のみで採集された。仙丈ヶ岳と塩見岳では

確認されていない 。

11．Silpha longicornis Portevin ホソヒラタシデ

ムシ（図４Ｋ，４Ｌ）

暗赤褐色で前胸背板中央部が暗色。触角が細長く，

先端４節がやや膨大し棍棒状。分布は本州，佐渡の

み。主としてブナ帯の地上，朽木などに住む。本調

査では６～11月まで確認された。仙丈ヶ岳と塩見岳

でも確認されている 。

12．Eusilpha japonica（Motschulsky） オオヒラ

タシデムシ（図４Ｍ，４Ｎ）

触角は先端４節が膨大。前胸背板中央の平滑部は

狭い。分布は北海道，本州，四国，九州，伊豆諸島，

佐渡。やや青みを帯びた黒色。草地，河原，住宅地

などにも生息し，環境破壊や都市化に強い。本調査

では標高1050ⅿ（St1）のみで採集された。仙丈ヶ

岳では確認されている 。

13．Eusilpha brunneicollis（Kraatz） ベッコウヒ

ラタシデムシ（図４Ｏ）

オオヒラタシデムシに似ているが，前胸背板が赤

橙色で中央部が黒色。分布は本州，四国のみ。ベッ

コウヒラタシデムシの飼育例によると，産卵は１か

所に複数の卵を１ヶ月半にわたって繰り返した。卵

は産卵直後では乳白色だが，孵化が近づくと黄白色

になる 。長野県のレッドデータブックで絶滅危惧

類に指定されている。長野県版レッドデータブッ

クの分布地図によると今まで伊那市での採集記録は

なかった 。本調査では標高1050ⅿ～1250ⅿで採集

された。仙丈ヶ岳では確認されている 。

14．Pelatines striatipennis striatipennis（Lewis）

オサシデムシ（図４Ｐ）

5.5㎜内外の小型の種で，濃褐色。古い薪や倒木

などに住む。分布は本州，四国のみ。本調査では11

月の標高1700ⅿ（St4）地点で１個体のみ採集され

た。仙丈ヶ岳ではMartin により確認されている。

目 録

Coleopteraコウチュウ目

Silphidaeシデムシ科

１．Nicrophorus concolor Kraatz クロシデムシ

24- -2008（1250ⅿ；３exs），23- -2008（1250

ⅿ；１ex），15- -2008（1250ⅿ；１ex）
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２．Nicrophorus tenuipes Lewis ヒメクロシデム

シ

23- -2008（1450ⅿ；２exs，1700ⅿ；10exs，

1950ⅿ；16exs，2100ⅿ；35exs），５ - -

2008（2100ⅿ；１ex）

３．Nicrophorus maculifrons Kraatz マエモンシ

デムシ

９- -2008（1250ⅿ；１ex），13- -2008（1250

ⅿ；１ex），23- -2008（1700ⅿ；１ex），24-

-2008（1450ⅿ；14exs），23- -2008（1450ⅿ；

２exs，1700ⅿ；１ex，1950ⅿ；５exs，2100

ⅿ；11exs），５- -2008（1250ⅿ；１ex）

４．Nicrophorus quadripunctatus Kraatz ヨツボ

シモンシデムシ

９- -2008（1050ⅿ；１ex），23- -2008（1700

ⅿ；５exs），24- -2008（1050ⅿ；１ex，1250

ⅿ；３exs，1450ⅿ；７exs），23- -2008（1050

ⅿ；４exs，1250ⅿ；３exs，1450ⅿ；４exs，

1700ⅿ；２exs，1950ⅿ；１ex），15- -

2008（1050ⅿ；２exs，1250ⅿ；２exs，1450

ⅿ；２exs）13- -2008（1050ⅿ；９exs，1250

ⅿ；21exs）

５．Nicrophorus montivagus Lewis ヒメモンシデ

ムシ

24- -2008（1450ⅿ；１ex），23- -2008（1250

ⅿ；１ex，1450ⅿ；１ex，1700ⅿ；４exs），15-

-2008（1250ⅿ；１ex，1450ⅿ；１ex）

６．Nicrophorus investigator latifasciatus Lewis

ヒロオビモンシデムシ

23- -2008（1250ⅿ；２exs，1450ⅿ；３exs，

1700ⅿ；２exs，1950ⅿ；７exs），12- -

2008（1250ⅿ；１ex），15- -2008（1050ⅿ；１

ex，1250ⅿ；５exs，1450ⅿ；17exs，1700ⅿ；

７exs，1950ⅿ；１ex，2100ⅿ；１ex），13- -

2008（1050ⅿ；１ex，1250ⅿ；１ex）

７．Nicrophorus vespilloides（Herbst） ツノグロ

モンシデムシ

23- -2008（1950ⅿ；４exs，2100ⅿ；13exs），

５- -2008（1950ⅿ；３exs）

８．Ptomascopus morio Kraatz コクロシデムシ

23- -2008（1050ⅿ；７exs）

９．Oiceoptoma thoracicum（Linnaeus） ビロウ

ドヒラタシデムシ

24- -2008（1050ⅿ；２exs），23- -2008（1050

ⅿ；９exs，1250ⅿ；48exs，1450ⅿ；９exs，

1700ⅿ；１ex，1950ⅿ；９exs），15- -

2008（1050ⅿ；２exs，1250ⅿ；２exs）

10．Oiceoptoma nigropunctatum（Lewis） クロボ

シヒラタシデムシ

24- -2008（1050ⅿ；４exs），23- -2008（1050

ⅿ；３exs）

11．Silpha longicornis Portevin ホソヒラタシデ

ムシ

13- -2008（1450ⅿ；１ex），23- -2008（1700

ⅿ；２ exs，1950ⅿ；６exs，2100ⅿ；３exs），

24- -2008（1450ⅿ；３exs），23- -2008（1450

ⅿ；６exs，1700ⅿ；２exs，1950ⅿ；10exs，

2100ⅿ；５exs），15- -2008（1050ⅿ；１ex，

1450ⅿ；２exs，1700ⅿ；４exs，1950ⅿ；２

exs），５- -2008（1450ⅿ；１ex，1950ⅿ；17

exs，2100ⅿ；12exs），１- -2008（1950ⅿ；１

ex）

12．Eusilpha japonica（Motschulsky） オオヒラ

タシデムシ

９- -2008（1050ⅿ；１ex），24- -2008（1050

ⅿ；２exs），23- -2008（1050ⅿ；12exs），15-

-2008（1050ⅿ；10exs）

13．Eusilpha brunneicollis（Kraatz） ベッコウヒ

ラタシデムシ

23- -2008（1050ⅿ；２exs），12- -2008（1250

ⅿ；１ex）

14．Pelatines striatipennis Lewis オサシデムシ

１- -2008（1700ⅿ；１ex）
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Burying beetles (Silphidae)fauna at Nishikoma Station
 

Experimental Forest of AFC,Faculty of Shinshu University

 

Yosuke NAKAYAMA,Keiko KODA and Hiroshi NAKAMURA
 

Education and Research Center of Alpine Field Science,Faculty of Agriculture,

Shinshu University,Minamiminowa,Nagano,Japan

 

Summary
 

In order to make the database of the insects at Nishikoma Station of AFC, Faculty of Shinshu
 

University,we investigated the fauna of burying beetles (Silphidae)and reported an inventory.The
 

survey carried out 5 times from June 19 to November 1 in 2008.The pitfall traps within chicken meat
 

were used for collection of burying beetles. In this survey,a total of 447 individuals of 14 shilphid
 

spices were recorded,which were composed of Nicrophorinae of 8 species,Silphinae of 5 species,and
 

Agyrtinae of one species. Two vulnerable species (VU) in the Red Data Book (Nagano edition),

Oiceoptoma thoracicum and Eusilpha brunneicollis,and four near threatened species(NT),Nicrophorus
 

maculifrons, Nicrophorus montivagus, Nicrophorus investigator latifasciatus and Nicrophorus vespil-

loides were recorded.

Key word：Silphidae,Nishikoma Station Experimental Forest,pitfall trap,endangered species,inventory
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